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地域と気象

本市は九州の中央、東経130度42分、北緯32度

48分に位置し、地勢は西北部から北部にかけて、

金峰山を主峰とする複式火山帯と、これに連なる

立田山等の小火山の噴出物で覆われた台地からな

り、東部は阿蘇外輪火山群によってできた丘陵地

帯であり、南部は阿蘇火山に源を発する白川の三

角洲で形成された低平野からなっていますO

気候は緯度からいえば温暖な地帯にあるが、有

明海との間に金峰山系が連なるため、内陸盆地的

気象条件となり、寒暖の較差が大きく、特に、夏

には「肥後の夕凪」といわれる蒸し暑い日が続き

ISl

気温は年蝣F均16℃前後で、昭和61年の例では最

高気温が7月の35.7C、最低気温が1月の-4.6

oCとなっており、年間降水量は約1,800mmで、 4

月-9月の半年間に7割以上の降水量があります。

また、風向は春から夏にかけて西南西の風が多く、

秋から冬にかけては西北西に変り、風速は1年を

通して2 m前後のゆるやかな風が吹いています。

地目別面積割合

宅 地 33 .9 % 田 16 .2 % 畑 15 .4 %
山林

9 .8 %

その他 20 .7 %

人口

明治22年市制施行時に42,725人であった本市の

人口は、昭和52年50万人を越え、 62年10月1日現

在56.5-6聖人、 198,51紺掛こなっています。人口
増加は年率1.0-1.1%で推移し、人口密度は3,294

人/knf、 1世帯あたりの人員は2.85人ですD

熊本児の総人口の30.7%を占める本市の人口順

位は、全回で16番目、九州では福岡市、北九州市

に次いで3番目になっています。

この10年間の国勢調査による人目増加を比較し

てみると、常住人口(夜間人口)は、増加数、伸

び率ともに鈍化していますo　通勤、通学者の流入

する昼間人口は、増加数が55年に一時_「」向いたも

のの、伸び率は常住人口と同じ傾向を示していま

す。昼夜間人口の比率は、 50年108.0、 55年108.7、

60年108.2となってし、ます。

熊本市の人口重心推移

また、人口の地域分布を60年国勢調李でみてみ

ると、およそ東部に23万人、北部に11万人、中央

部に8万1千人、南部に7万人、西部に6万4千

人が住んでいます。この中で、中央部だけは人口

の減少が続いています。人口垂心は、 25年から一

貫して東へ寄り続けています。

60年国勢調査によると、年齢3区分別の割合は、

0-14歳の年少人口が21.5%、15-64歳の生産年齢

人口が68.1 、 65歳以上の老年人Hが9.9%とな

っていますO　老年人口は、この5年間に1.1ポイ

ント上昇しており、老齢化社会の到来を示唆して

SSfl

産業3部門別就業人口の割合は、第1次産業

3.3%、第2次産業19.5%、第3次産業76.8%と

なっており、第1次産業、第2次産業の割合が低

下し、第3次産業の割合が上昇しています。第3

次産業では、卸・小売業、サービス業、金融・保

険業の割合が上昇しています。

都市圏人口

本市と周辺10町を加えた熊本都トトi圏人口は、

昭和62年10月]目現在718,188人、 239,607牡音で

熊本ffl人口の38.9%を占めています。人口増加率

は、熊本都市圏が1.0%、 ]0町が1.1%で推移して

旧EISl

熊本都市圏人口を30年国勢調査八日からみてみ

ると、熊本市は4万人前後で増加してきています

が、 10町の人口は45年まで減少し、その後増加に

転じ、 55牢固調には前回より20%以上も増加しま

したが、これを反映して、 55年の都市圏人口は6

万人以上の増加になっていますO　現在も都市閲人

口は年平均7千八一8千八で増加を続けています。

熊本都市圏の人口推移(月別)
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本市は、地方中核都市としての特性を背景に、

第3次産業に大きく傾斜した、消費型都市として

発展してきてし、ますo　特に、卸売・小売業および

サービス業のウェイトが高く、商品販売額は全回

でも上位ですo

第2次産業では、都市型工業が主流を占めてい

ますが、他界屈指のICl場、全国的に有rlな医

薬品製造工場なども立地しています。製造品出荷

額などでは電気機署L　食料品、飲料、出版・印刷、

化学などの順になっています。

また、第1次産業では、都市近効農業として豊

富な基幹作目を有する農業は、県F第2位の生産

規模にあt工　水産業は有明海のノリ、魚介類、内

水面養殖漁業などがあります。

近年、 )L州自動車道の整備、熊寒港の建設、熊

本空港の国際化など、基幹交通運輸ネットワーク

の拡充をはじめ、産・学・住の調和のとれた新し

い地域開発をめざすテクノポリス構想の進展、ニ

ューメディア・コミュニティ構想、テレトピア構

想のモデル地域指定など、流通の拠*蝣!蝣:生や高度情

報化社会への対応を一層高めるなど、経済的諸条

件を備えてきております。

人1-156万余人、九州第3位の人目を擁する本市

は、来るべき21惟妃にl紬ナて、今後、新たな生活産

業の育成、流通・情報などの拠点性の強化、地場

リーディング産業の振興を図り、ヒューマンシテ

ィを目指した地域経済のrJl*化を進めていきます。

中小企業

本市の中小企業は、事業所数の90%以上を占め

ており、市の経済活動の大部分を担っています。

このために中小企業振興に、次のような諸施策を

実施していますO

中小企業の経営安定のため、市では13の中小企

業金融制度を設けていますが、昭和62年度は融資

枠161億円を用意しました。また、中小企業振興

助成では、商店街の共同施設や高度化施設建築費

従
莱
者
敬

熊本市の産業構造(民営)
川fUiiiw q--1

業 者 規 模 別 事 慧 禦 業 者 数 (民営 ) 蓋 蕪

/

1 - 4人 65.8%
5～9人
18.7%

10、19人
8.9%

30,788事業所

1 ～ 4 人 5 ～ 9 人 1 0 - 1 9 人 2(卜 29
人

30 - 4 9
人

5 0 - 2 9 9 人 卸0人

A t
1 9 . 0 % 1 6 .0 % 1 5 . 6 % 8 .ォ 9 .7‰ 2 4 . 1 % 7 .5%

などへの助成、近代化設備の利子補助、融資のあっ

せんなどを実施しています。

このほか、企業診断や経営指導を行い、中小企

業経営のレベルアップを図っていますが、労務対

策としては、求人、雇用対策協議会を開催し、著

年技能労働者の確保、職業安定機関との緊密な連

絡を保つなどしています。また、職業訓練には、

職業訓練大学校など4施設があり、勤労者の福祉

施設としての勤労婦人センターなど4施設では30

万人以上の市民が利用しています。

79



商業
Human City <まもと

K UMAMOTO

家具.建具.什器

衣相身のW)品

mm周EsSS

小売の業種別構成
(H'iiHGo't I 工業

Human Cityぐまもと

K UMAMOTO

軒
憑
、
s
:
^
"
r
-
 
'
-
*
-
:
.
;
:
<
:
　
∵
'
.
*
-
-
.

1
　
1
・
,
A

～魅力ある商店街づくりと流通拠点機能の強化

本市の商業は、地方中核都市としての特性を背

景に順調に発展しています。特に下通・上通・新

市街丁帯で形成している中心商店街は、広く児城

全体を商歯としています。

児内での本市商業の占める割合は年間販売額で

卸売業65.6%、小売業44.6%です。

1.魅力ある商店街づくり

商店街は、小売業、サービス業が集積し、市民

の生活拠点として、市民の生活文化と深く関わり

ながら都市の魅力づくりに大きな役割を果たして

います。

本市の商店街は、中心商店街と市内数カ所の要

蔚こある地区型商店街及び最寄りの買物の場とし

ての、近隣型商店街で成り立っています。

商店街は、これから『買物の場』としてだけで

なく、買物以外の多様なニーズに応える『暮らし

の広場』 -、また快適で個性ある商店街づくりが

求められています。このため、各商店街の個性を

生かしながら楽しく歩ける歩道づくり、街路樹の

植栽、アーケードの設置などの環境整備を推進しま

す。

2.流通拠点橡能の強化

九州内で有数の卸売業の集積都市として発展し

てきた熊本市ですが、昨今の流通構造の変革の中

で抜本的対策か必要となりました。このため流通

商店数・従業者数・年間商品販売額
(飲食店を除く)

、＼区 分

年 ＼ ＼

商 店 数
従 業 数 年 間 商 品 版 販 売 額

(人 ) 売 額 (億 円 ) 伸 率 (% )

5 1 9 , 63 0 5 8 ,2 8 5 1 2 ,4 4 8 4 7 .8

54 9 ,4 9 2 5 7 , 5 0 3 1 5 ,1 3 8 2 1 .fi

5 7 1 0 ,8 8 4 6 4 , 7 9 7 2 0 ,1 2 0 3 2 .9

6 0 1 0 ,0 3 0 6 2 ,8 5 3 2 1 ,8 2 2 8 .5

下
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
街

センター(流通業務団地)を建設し、流通拠点機、

能の強化を削旨しておりますO流通センターは、

市南部地域に約53 haの規模で事業を実施中です。

現在、入居企業の事務所、倉庫の建設が順調に進

んでお9、昭和64年度には全面稼動を予定してお

ります。

今後、この流通センターを核に、ニューメディ

アを駆使した広域の流通情報ネットワークを構築

すべく(株)熊本流通情報センター(第3セクター)

を設立し取り組んでおります。

3.物産の振興

歴史と文化に培われ、育まれた特産品を広く全

国に紹介し販路を開拓するため各種物産展への参

加や全図大会などで釆熊された方々への宣伝販売を

しています。更に、魅力ある特産品づくりのため

に、商品開発、デザイン開発を推進しています。

卸売の業種別構成
(・I.1川If.、叶、 I

卸・小売の商店数と年間商品販売額
(飲食店を除く)

卜・cV/Sc

(伝)
10,000

5,000

竺讐プア小売販売額
i -*--一・一一1、二二、_∫

昭和　　　　　54　　　　　　　　　　60年

(i'i、Hl

20,000

10,000

本市の工業は、食品工業を中心に出版・印刷、

金属製品、家具、衣服等都市性格の集積と関連の

深い.都市型工業が大きなウェイトを占めていま

すが、をの殆どは20人以下の小規模企業です。

しかし、昭和40年代、 50年代には、本市及びそ

の周辺たI C工場、自動車工場などの寓際的な先端

技術産業が立地したため、既存工業への生産的な

波及や技術先端化の効果が着実に出てきています。

今後は都市型T.業の振興ばかりではなく、 -イ

テク商連工業の一層の技術集積化をはかるととも

に、農畜水産業、流通、飲食サービス業の有機的

な結合による、システム産業の展開が可能な食品

工業の振興など、地域経済の循環性を飛躍的に高め

るために、下記の工業振興施策を推進していきま

す。

1.地域環境と調和した生産環境づくり

住工混在で近代化、合理化を阻害されている

本市の工業を、工業団地化などして、生産環境の

整備を促進します。
2.技術開発力の高い基盤づくり

研究開発型企業や新鋭機械設備の導入に対す

る助成、研究者や技術者の派遣研修、産学交流

の促進、各種実践的研究会などを実施して、地

域の技術基盤を高めます。
3_　市場開発力強化のための基盤づくり

市場開拓に必要な国内見本市など-の出品助

成、中小企業製品フェアなどのイベント開催、

市場開発のためのマーケテイング研究会などを

実施して、市場開発力を強化します。

4.意欲的経営のための人づくり

モデル企業制度、経営者及び管理者を対象に

した研究会などを実施して、意欲的経営のための

人づくりを推進します。

事業所数・従業者数・製造品出荷額等
(4人以上の事業所)

< ;・> 事 業 所
従 業 者 製 造 品 出 荷 額 出 荷 額

(人) (借門 ) 伸 率 (% )

sf
5 7 9 4 2 2 1 ,8 64

2 2 ,2 4 1

2 2 ,78 9

2 2 ,7 49

3 , 32 6

3▼57 7

4 ,18 8

4 , 31 8

l l .1

5 8 9 5 6 7 .5

5 9 8 8 9 1 7 . 1

6 0 9 12 :*.

6 1 9 10 2 2 ,6 5 8
… 4 ,20 8

-

△、2 .5
I
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勤労福祉セ・ンター利用状況
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中小企業の振興には、従業員の確梯こと育成が必

要です。また、事業所で働く従業員の福利厚生の

葬実も、大切なことです。このため、市では雇刷

安定策を立て、これを推進していますrJ

湘=.は、熊本市職業訓練センターをはじめ熊本市
事業内高等職業訓練校などの訓練機閏があり、従業

員の研修こ　広範囲な技能訓練を行うほか、再哀別哉

を容易にするための職業訓練やOA機器講座を開l【1,000

設するなど、優秀な技能者の養成を行っています。
また、若年労働力の確保には、雇用対策協議会、

産業開発求人対策協議会などの強化や協力を進め

ており、中高年齢者対策には、高年齢者職業相談

室の開設、中高年齢労働者福祉センターでの職業

相談、職業情報の提供などを行っています。

労働力の定着、福祉対策には、中小企業勤労者

福祉共済制度があり、加入企業の従業者は、廉価

なバス旅行、結婚祝金、傷病見舞金などを受けるこ

とができます。施設では、勤労青少年ホーム、勤

労婦人センター、勤労

総合福祉センター、中

高年齢労働者福祉セン

ターがあり、体力の増

強、教養の向上、文化

の創造などに利用され、

明日の仕事の活力を養

うために年間30万八以

上の勤労者が訪ずれて

いますL.,

このほか、雇用促進

事業団では住宅の建設

を、熊本県勤労者信用

基金協会では融資の信

用保証を行っています

が、この協会に市は

2.500万円を出してい

¥W・
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都市近郊農・漁業の振興

本市の鹿林水産業は、北西部の中山間樹園地帯、

西南部の水田地帯、東部の畑地帯からなり、野菜、

米をほじや畜産、花き、果樹など豊富な基幹作目
を有した農地面積4,100ha、農家戸数4,800戸の

農業と有甲海沿岸におけるノリ、魚介類の海水面
漁業、更にウナギ、観賞魚等内水面漁業の水産業

からなっていますO

いずれも、立地的優位性、地域性を活かした特

色ある経営が行われています。

しかしながら、農業は近年の厳しい諸情勢に加

え、都市化の影響を強く受け、農地、農家戸数、

基幹労働力の総体的な減少、兼業化、混住化、高

齢化の進行など都市近郊農業特有の多くの問題を

抱えています。

また、水産業は依然気象、海況の影響を大きく

受け、加えて就労者の高齢化、設備投資の増大、

価格の低迷など厳しい環境におかれていますD

市では、これらの情勢に対処して経営の自¥1安

定と国際化社会に対応できる高生産農漁業の実現

に向け、各種の事業を積極的に取り組み都市近郊

の特性を活かした豊かで活力ある農林水産業の振

興を図っています。

農家戸数の推移

[コ第2種兼業農家

[コ第1種兼業農家

⊂コ専業農家
6,360
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●観光客の推移

[[[[
昭和57　　58　　59　　60　　61年

本市は九州の中央、東に「阿蘇くじゅう」、西に

「雲仙天草」の二大国立公園を望む位置にあり、

昭和61年3月には「国際観光モデル都市」にも指

定され、九州国際観光ルートの要衝として、国際

色豊かな魅力のある都市に変りつつあります。

「水と緑と史跡のまち」といわれる「くまもと」

には、加藤清正築城の日本二名城である「熊本城」

をはじめとして、活剃な地卜水が湧く天下の名園

「水前寺成趣園」、悲劇的生涯で有名な綱川ガラシ

ャの眠る「立田自然公園」、そして夏目淋石、小泉

八雲、森脇外、徳富蘇峰・藍花など明治の文豪の

文学遺跡などが、豊かな自然と多くの史跡の中に、

文化的観光資源として数多く残されています。

また、剣聖宮本武蔵が兵法五輪の書を著した

「霊厳洞(五百羅漢)」や、瀬石の小説「草枕」に

ゆかりのある、西山地区I-帯の自然を活かした観

光開発も進めています。

このような豊かな観光資源と位置的条件を活か

して各種大会、会議、修学旅行牛などの誘致促進

を図り、観光客の増大に、市は積極的に取り組ん

でいます。

市電の走る城下町風情と近代的街並のなかに歴

史の香りがただよう本市には、全国各地や外国か

ら、毎年500万人以上の観光客が訪ずれていますo



由
ミス熊本とミス肥後六花

熊本の夏を彩る「火のLlまつり」は、毎年8月

11日～13日の3日間、熊本城、市内臼抜通りを中

心に盛んに催されます。

郷土に根ざし後1削二受け継がれることを願って

始められたこのまつりは、今年で10年目を迎えま

した。

初口は、希望の火リレー、音楽パレード、みこ

しだワッショイに続いて、開幕行事には桂林市歌

舞同の妙味も披露され、まつり気分は一気にひろ

がリ、 2日目には、まつりのメーンイベント　tl総

おどり′′　が、年とともに多くなってきた27/2千

八の踊り手によって繰りひろけられ、民謡おても

やんのメロディとサンバのリズムに酔うと、まつ

りは最高潮に達しますo

最終日は、まつりのフィナーレを締る花火大会

が、江津湖畔、熊本城で華やかに行われ、夏の夜

空に広がる光と音の響宴は見物人を魅了し、 3日

「巨i X幼
間のまつりは碁を閉じます。

まつりの期間中は、各地域でいろいろの協賛行

事も行われ、市民や観光客を楽しませますが、二

の3日間の人illは約90万人となり、今や九州でも

M数のおまつりに発展してきていますo
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